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●
自
主
防
災
組
織
と
は

　

「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

自
覚
と
連
帯
感
に
基
づ
き
、
自
主

的
に
結
成
さ
れ
、
地
震
、
暴
風
雨
、

土
砂
災
害
、
洪
水
な
ど
か
ら
被
害

を
防
ぎ
、
ま
た
、
軽
減
す
る
た
め

に
、
地
域
や
近
隣
者
が
協
力
し
て

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

●
組
織
率

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
日

本
の
自
主
防
災
組
織
率
は
81
・

７
％
（
出
典
：
消
防
庁
『
自
主
防

災
組
織
の
手
引
』
）
で
、
福
岡
県
は

全
国
11
位
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

91
・
７
％
の
組
織
率
に
な
り
ま
し

た
。

　

県
の
組
織
数
は
５
千
３
１
４
団

体
あ
り
、
行
政
区
単
位
が
最
も
多

い
90
％
の
４
千
７
８
７
団
体
、
小

学
校
単
位
が
９
％
の
４
７
９
団

体
、
そ
の
ほ
か
が
約
１
％
の
48
団

防
災
専
門
官
　
野の

だ田
　
秀ひ

で
と
し敏

防
災
だ
よ
り

その35

自
主
防
災
組
織

の
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
訓

練
な
ど
の
防
災
活
動
が
、
災
害
発

生
時
の
対
処
に
生
か
さ
れ
役
立
っ

て
い
ま
す
。

●
熊
本
地
震
で
は

　

阿
蘇
郡
西
原
村
の
自
主
防
災
組

織
が
、
全
国
的
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
災
害
時
に
集
落
が
孤
立

す
る
こ
と
を
想
定
し
、
10
年
も
前

か
ら
毎
年
、
実
践
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
体
験
が
、

「
震
度
７
を
２
回
経
験
」
し
た
熊
本

地
震
で
十
分
に
生
か
さ
れ
た
こ
と

が
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
、
自
衛
隊
、
看
護

師
な
ど
の
職
業
や
特
技
を
記
し
た

名
簿
を
作
成
、
そ
の
人
た
ち
が
、

業
務
を
分
担
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

組
ん
で
共
助
の
精
神
で
、
激
甚
災

害
か
ら
の
危
機
を
乗
り
越
え
震
災

直
後
か
ら
数
週
間
に
わ
た
っ
て
自

主
的
に
避
難
所
の
運
営
に
携
わ
る

姿
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

●
ま
と
め

　

市
で
は
、
昭
和
48
年
の
大
雨
と

平
成
15
年
豪
雨
災
害
で
人
的
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
の
熊
本
地
震
に

続
い
て
、
昨
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
想
定
外
の
自
然
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
公
的
機
関
の
救

援
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
る
自
主
防
災
活
動
が
、
災
害

時
の
被
害
の
軽
減
、
そ
の
後
の
復

旧
や
復
興
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ

る
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
被
害
の
軽
減
は
で
き

ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
対
処
で
き
る
自
主

防
災
の
組
織
化
と
安
全
で
住
み
よ

い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

一
方
、
市
で
は
各
行
政
区
単
位

で
の
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
推

進
し
て
お
り
、
現
在
、
44
の
行
政

区
中
、
31
の
行
政
区
が
設
立
、
約

71
％
の
組
織
率
（
最
も
早
い
設
立

は
平
成
15
年
４
月
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
設
立
に
向
け
て
準

備
中
の
行
政
区
も
あ
り
、
市
と
し

て
も
設
立
に
向
け
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

過
去
の
大
規
模
な
災
害
の
教
訓

を
踏
ま
え
る
と
、
行
政
（
公
助
）

に
よ
る
対
応
の
み
で
は
、
現
場
へ

の
急
行
や
被
災
者
の
救
助
、
消
火

活
動
な
ど
に
限
界
が
あ
る
の
が
現

実
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
身

は
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る
（
自

助
）
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
顔
を

合
わ
せ
て
い
る
近
隣
の
人
々
や
地

域
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
〝
イ
ザ
〟

と
い
う
時
、
災
害
対
応
を
組
織
的

に
取
り
組
む
（
共
助
）
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

そ
し
て
、
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
と
拡
大
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
で
も
、
普
段
か
ら

　緊急時に Jアラート（全国瞬時警報システム）の情
報がコミュニティ無線で正常に放送できるかを確認す
るため、全国一斉に実施される試験放送を本市におい
ても実施します。今年度は年４回実施する予定です。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

コミュニティ無線をとおしての Jアラート試験放送を平成 30年度４回実施します

※この試験放送は、中止または延期される
　場合があります。

問い合わせ　防災安全課（☎内線519・549）

放送内容　 「これは、J アラートのテストです」を
３回くりかえし放送し、「こちらは太宰
府市です」を１回放送します

放送日時   ５月 16 日㈬　午前 11 時

　　　　   ８月 29 日㈬　午前 11 時

　　　　 11 月 21 日㈬　午前 11 時

　　　　   ２月 20 日㈬　午前 11 時


